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ABSTRACT

W ’e　examined　the　effect　of　frequency　of　habitual　physical　activity

on　serum　lipid　peroxide　and　lipoprotein　in　middle　and　elder　aged

female．　The　subjects　were　15　trained　（trained　A　（n＝7 ）：less　than

2　days　a　week，　trained　B　（n ＝8 ）：more　than　3　days　a　week）

female　and　10　untrained　female．　Serum　triglyceride　level　was　lower

in　both　trained　groups　than　in　untrained，　and　significant　difference　in

these　levels　was　found　between　trained　B　and　untrained．　Level　of

serum　H 　DL－cholesterol　was　significantly　higher　in　both　trained

groups　than　in　untrained。

LDL －cholesterol　／　HDL－cholesterol　ratio　level　declined　at　the　higher

frequencies　of　exercise　and　significant　difference　in　these　ratio　was

found　between　trained　B　and　untrained．　Level　of　serum　lipid　per－
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oxide　was　significantly　lower　in　trained　B　than　in　untrained　and

trained　A．　In　conclusion，　the　present　study　seems　to　suggest　that

improvement　on　serum　lipid　and　lipoprotein　levels　increased　with

higher　frequencies　of　habitual　physical　activity．　High　frequency　of

habitual　physical　activity　seems　to　inhibit　the　degenarative　change　in

the　tissues．

要　　旨

坤高年女性における運動習慣の頻度が安静時の

血中過酸化脂質，およびリポタンパク水準に対し

て，どのような影響を及ぼすか検討した．被検者

は運動群として， 週2 回以下の運動実施者（TA

群）7 名， および週3 回以上の運動実施者（TB

群）8 名であり，その対照群としては定期的な運

動を実施していない同年齢の健康な女吐である．

その結果， ＼

1 ）血中トリグリセライドは非運動群よりも両

運動群で低水準にあり，TB 群と非運動群との間

に有意差を認めた．

2 ）HDL コレステロールは非運動群よりも両

運動群で有意に高値を示すレ

3）LDL コレステロール／HDL コレステロー

ル比は運動頻度が高くなると低下する傾向にあ

り，TB 群は非運動群との間に有意差を認めた．

4）　TB群における血中過酸化脂質は非運動群，

およびTA 群よりも有意に低値を示す．ご

以上の結果から，運動習慣による血中脂質，リ

ポタンパクの改善効果は運動頻度の高い方が，よ

り顕著であることが示唆された．また，週3 回以

上の運動習慣は細胞の退行性変化を抑制させる可

能性が示唆された．

緒　　言

虚血性心疾患や動脈硬化症の促進因子として，

高脂血症やHDL コレステロールの低水準があげ

られ7・1气 身体トレーニ ングは血中LDL コレステ

ロールの低下やHDL コレステロールの増加をも

たらし．高脂血症を改善することが報告されてい

る1“151 气 そして，HDL コレステロールの増加は

走 行 運 動 量 に比 例 す る こ と が報 告 さ れて い

る8，16，26） しかし，これらの報告の多 くは男性を対

象とし，さらに運動群として は運動選手，あるい

は高強度のト レーニ ングを実施している者であ

る．

血中脂質やリポタンパク水準には男女差が存在

い7・气　 女性の身体トレーニングにおける血中脂

質やリポタンパクの改善効果は男性より も小さい

との報告3隲 ある．したがって，中高年女性におけ

る比較的軽強度の身体ト レーニングによる血中脂

質やリポタンパクの影響 は男 性と異なる可能性も

考えられるj

一方，生体膜中の高度不飽和脂肪酸が活性酸素

により酸化されて生じる過酸化脂質は生体膜に傷

害を与え，機能低下を引 き起 こす6）ことから，老化

や動脈硬化28），癌22）等 の病理 的変化 と深く関連し

ていると考えられている．しかし，身体トレーニ

ングと血中過酸化脂質とに関する報告はきわめて

少なく，身体トレーニングが安静時の血中過酸化

脂質水準にどのような影響を及ぼすかはいまだに

明かにされてはいない．

そこで本研究では，中高年女性が余暇時間にレ

クリェ ーションとして，習慣的に実施するような

比較的軽強度の運動の頻度が安静時の血中過酸化

脂質，およびリポタンパ ク水準に対して，どのよ
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表1　Physical　charactaristics　of　the　subjects　in　each　group

Number　of

subjects

Age

（yrs）

Height

（era）

Weight

（kg）

Fat

（％）

Untrained

（10）
47．9土1．5 152．1土1．4 51．3土2．0 27ユ土L5

Trained　A

（7 ）
44．9土2．4 154．8土1．3 56．7土2．5 28．3土1．3

Trained　B

（8 ）
48．5土1．9 157．8士1．4 54．5士1．6 23．0土1．3

Values　are　mean士SE ．

Trained　A　：　less　than　2　days　a　week

Trained　B　：　more　than　3　days　a　week

うな影響を及ぼすか検討した．

1．研究方法

被検者は運動群として週1 回以上，1 回2 時間

程度，2 年以上定期的に硬式テニスを実施してい

る中高年齢の健康な女性15 名，およびその対照

群として，日頃規則的な運動を行っていない同年

齢の健康な女性10 名である．なお，運動群は運動

頻度による差異を検討するため，週2 回以下の運

動実施群（TA 群）7 名，および週3 回以上の運

動実施群（TB 群）8 名の2 群に分類した．

各群の被検者の身体特性は表1 に示した，体脂

肪率は皮下脂肪厚より求めた．採血は午前9 ～10

時の一定時刻の空腹安静状態にて前腕静脈より

行った．

血液は血清分離の後，血清トリグリセライド

（酵素法），リン脂質（酵素法），総コレステロール

（酵素法），　HDL コレステロール（酵素法），およ

び過酸化脂質（ヘモグロビン・メチレンブルー

法）の分析に供した．な払LDL コレステロール

はFriedewald たち5）の計算式から算出し，動脈

硬化指数としてLDL コレステロール／HDL コ

レステロール比を求めた．

統計処理は各群間の有意差をStudent ’sのt－

testを用いて検定した．いずれめ場合も危険率

デサントスポーツ科学Vol．　12
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図I　Levels　of　serum　triglyceride　and

Phospholipid　in　each　group．

Values　are　mean士SE

5 ％ 以下をもって有意とした．

2 ．結　　 果

各群における血中トリグリセライド， およびリ
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図2　Levels　of　serum　lipoproteins　in　each　group．

Values　are　mean土SE

ン脂質濃度を図1 に示した．TA 群，TB 群の血中

トリグリセライドは83 ．1±21 ．8　mg／dI　（平均 士

SE ），7＆4 ±5 ．0mg ／d／と，非運動群の122 ．4±

18．7　mg／di より もそれぞ れ約32 ％，約36 ％ 低

水準を示し，TB 群においては非運動群との間に

有意差（P ＜0 ．01）を認めた．

血中リ ン脂質 は非運勁群で207 ．3±10 ．0　mg／

dl，　TA 群で220 ．9土↓0．6　mg／　dl，　TB 群 で は

209．0±11 ．3mg ／dl と， いずれの群間 において

も差異が認められない．

リポタンパク水準についてみると図2 に示すよ

うに，非運動群 の総コレステロ ールは202 ．7±8 ．9

mg ／dI，　TA 群 は220 ．4±5 ．8　mg／d1，　TB群は

202．3±10 ．6mg ／dl であり， いずれの群 も同水

準にある．

LDL コレ ステロールも非運動群で125 ．9±8 ．1

mg ／dl，　TA 群で137 ．5±5 ．8　mg／　dl，　TB群で

120．1±8 ．5　nig／　d　Iと， いずれの群間において も

差異が認められない．

一方，　HDL コレステロールは非 運動群の52 ．3

±2 ．4　mg／d／　iこ比べ，TA 群では66 ．3±5 ．1　trig

／dI　（P ＜　0．05），　TB 群では66 ．5±4 ．5　mg／dI

（P ＜0 皿 ）と非運動群よりも有意に高値を示す．

しかし，TA 群とTB 群は同水準にあり， 運動頻

度による差異が認められない．

LDL コレステロール／HDL コレステロール比

は非運動群で2 ．48士0 ．22，　TA 群で2 ．16士0 ．21，

TB 群で1 ．84±0 ．15と運動頻度が高 くなるにし

たがい低下する傾向にある． そして，TB 群は非

運動群よりも有意（P ＜0 ．05）に低値を示す．

血中過酸化脂質 は図3 に示 すように，TA 群は

0．59±0 ．05　nmol／　ml　であり，非 運動群 の0 ．63

±0 ．06　nmol／　ml　と同水準にあ る． これに対 し

て，TB 群は0 ．40±0 ．03　nmol　／　mZと，他の2 群

よりも有意 （非運動群：Pく0 ．01，　TA 群：P ＜

0．01）に低い．このように，血中過酸化脂質の運動
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図3　Levels　of　serum　lipid　peroxide

in　each　group．

Values　are　mean土SE

習慣による影響は運動頻度の高いTB 群のみ認め

られた．

3 ．考　　 察

本 研究 におけ る運動群 の血中HDL コレ ステ

ロールは，男性を対象とした先行研究1a14，15，25）と同

様，非運動群よりも有意（TA 群 ：P ＜　0．05，　TB

群：p ＜　0．01）に高値を示す（図2 ）．しかし，両

運動群の血中HDL コレステロールは同水準にあ

り，運動頻度による差異が認められない（図2 ）．

Hartung たち8卜Moore たち16），Wood たち26）

は血中HDL コレステロ ール は非鍛錬者， ジョ

ガー， 長距離選手の順で高値を示し， 血中HDL

コレステロールと走行運動量は比例すると報告し

ている．本研究の運動群が実施している運動 は主

に硬式 テニスのゲームであり，その運動量は運動

頻度の高いTB 群においても比較的小さいと考え

られる．それゆえ，本研究のTA 群とTB 群の運

動量 には血中HDL コレステロールに影響を及ぼ

すほどの大きな違いが認められず，このことが血

中HDL コレステロールに運動習慣の頻度による

差異を認めなかった要因であるとも考えられる．

しかしながら，　Higuchi たち9は走行量 ／週の

デサントスポーツ科学Vol ．　12
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異なる3 つの運動群の血中HDL コレ ステロ ール

は，いず れの運動 群 も非運動群 より 高 値を示 す

が， 運動群における血中HDL コレス テロールは

走行運動量の違いによる差異が認めら れないと報

告しており， さらに，先行研究8湊で血 中HDL コ

レステロールと走行量との間に関連性 を認めたの

は活動水準の異なる非鍛錬者， ジョガ ー，マラソ

ン選手を一緒に比較したためであると示唆してい

る．そして，　Sady たち19）は長距離選手 のトレーニ

ング量 と血中HDL コレステロールとの間には関

連性が認められないと報告している．

これらのことは，同等強度の運動を 行っている

者においては，その運動量の大小によ って，血中

HDL コレステロールは影響されない こ とを示唆

しているとも考えられる．それゆえ， 本研究にお

ける運動群の血中HDL コレステロールは運動頻

度による差異を認めなかったのかもし れない．

適度な強度の身体トレーニングは筋肉中に存在

するリポプロテインリパーゼの酵素活性を亢進さ

せ， カイロ ミクロンやVLDL のトリ グリセライ

ド・リッチ・ リポタンパクの異化を促す ことによ

り，　HDL コレステロールを増加 させ ることが報

告“J7・21）されている．本研究におけるTB 群の血中

トリグリセライド は非運動群 より も有 意 （P ＜

0．01） に低値を示し，TA 群の血中ト リグリセラ

イド は有意で はないが， 非運動群より も約32 ％

低水準にある（図1 ）．したがって，本研究におけ

る両運動群の高い血中HDL コレステロ ール水準

は，運動 によるリポプロテインリパーゼ の活性亢

進によるトリグリセライド・リッチ・ リポタンパ

クの異化が亢進した結果の反映であると推察され

る．

本 研究 のLDL コレ ステロール， 総 コレステ

ロールは，いずれの群間においても明 かな差異が

認められない （図2 ）． しかし，LDL コレステ

ロール／HDL コレステロ ール比は運動 頻度が高

くなると低下する傾向にあり，TB 群 は非運動群
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よりも有意（P＜0 ．05）に低値を示す（図2 ）．し

たがって，リポタンパク水準の改善効果はTA 群

よりもTB 群で顕著であると示唆される．そし

て，　LDL コレステロール／HDL コレステロール

比は抗動脈硬化作用の指標となる“）ことから， 本

研究のような比較的軽強度の運動習慣でも週3 回

以上実施することにより，虚血性心疾患や動脈硬

化症の発症・進展を抑制できるものと推察され

る．

ところで√本研究におけるTA 群の血中過酸イ匕

脂質は， 非運動群と同水準にあるが，TB 群は非

運動群（P ＜0 俎 ）のみならずTA 群（P＜0 皿）

よりも有意に低値を示す（図3 ）／このように血中

過酸化脂質に及ぼす運動習慣の影響は運動頻度の

高いTB 群のみ認められた．身体トレーニングが

血中過酸化脂質を低下させることをArao たち2）

はラットで，青木と谷はljヒトで報告している．こ

れに対して，　Viinikkaたち气 角田たちs は鍛錬

者群と非鍛錬者群との間の血中過酸化脂質には有

意差を認めないと報告している．このような異な

る結果が得られた要因としては，身体トレーニン

グの強度や量，被検者の体力水準の違いが考えら

れる．

過酸化脂質は不飽和脂肪酸が活性酸素により過

酸化されて生じるが，通常はラジカル抑制酵素等

により，その生成を増大させない防御機構を有し

ている2气 そして，10 週間の走行トレーニング

（5 　km以上／週） はヒト赤血球中のカタラーゼ，

グルタチオンリダクターゼの酵素活性を有意に亢

進させること18）， 最大酸素摂取量が60　m／　／kg ／

分以上の男性被検者では，それ以下の者よりも外

側広筋中のカタラーゼ，　SOD 活性が有意に高値

を示すこと11）が報告されており， ラジカル抑制酵

素活性は被検者の有酸素能力，あるいはトレーニ

ングの程度により異なることが認められている．

血中過酸化脂質の水準は生体内の脂質過酸化をす

べて反映しているとは考えられないが，少なくと

もラジカル抑制酵素活性が高値を示すことは，過

酸化脂質の分解，排泄を促進し，血中過酸化脂質

の水準を低下させている可能性が考えられる．し

たがって，本研究で血中過酸化脂質がTB 群のみ

低値を示した要因として，運動頻度の高いTB 群

でラジカル抑制酵素活性が亢進した結果，過酸化

脂質の生成が抑制されたものと推察される．

このように，週3 回以上の運動習慣により，血

中過酸化脂質が低下することは，細胞の退行性変

化を抑制する可能性を示すと思われる．

4 ．要　　 約

本研究で は，中高年女性における運動習慣の頻

度が安静時の血中過酸化脂質，およびリポタンパ

ク水準に対して，どのような影響を及ぼすか検討

した．被検者は運動群として，週2 回以下の運動

実施者（TA 群），および週3 回以上の運動実施者

（TB 群）であり，その対照群は運動習慣のない健

康な同年齢の女吐である．

その結果 は以下の通りである．

1 ）血中トリグリセライドは非運動群より も両

運動群で低水準にあり，TB 群と非運動群との間

に有意差（P ＜0 加 ）を認めた．

2 ）リン脂質，総 コレステロール，およびLDL

コレステロールは， いずれの群も同水準にある．

3 ）HDL コレステロールは非運動群よりも両

運動群 で有意 （TA 群：P ＜0 ．05，TB 群：P ＜

O俎 ） に高値を示す．

4 ）LDL コレステロール／HDL コレステロー

ル比は運動頻度が高くなるにしたがって低下する

傾向にあり，TB 群 は非運動群との間に有意差（P

く0 ．05）を認めた．

5 ）TB 群 における血中過酸化脂質は非運動群

＜P＜0 ．01），　TA 群（P ＜0 ．01）よりも有意に低値

を示す．

以上の結果から，運動習慣による血中脂質， リ

ポタンパクの改善効果は運動頻度により異なり．

デサントスポーツ科学Vol ．　12



週3 回以上の運動習慣で，より顕著であることが

示唆された．また，週3 回以上の運動習慣は細胞

の退行性変化を抑制させる可能性が示唆された．
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